
　
今
年
の
桜
は
開
花
予
想
よ
り
早
く
開
花
し
、

い
よ
い
よ
春
爛
漫
の
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
が
始
ま
り
新
入
学
・
新
入
社
の

皆
様
は
希
望
に
満
ち
た
４
月
を
迎
え
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

議
会
定
例
会
閉
会

　
３
月
２
日
に
開
会
し
た
第
１
回
築
上
町
議

会
定
例
会
は
、
48
議
案
を
提
案
し
て
議
員
各

位
の
慎
重
な
審
議
を
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の

議
案
に
お
い
て
承
認
・
可
決
・
同
意
を
得
て

17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
閉
会
前
に
議
員
の
皆
様
に
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
続
け
て
３
月
末
退
職
の
２
人
の

課
長
が
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
議
員
の
皆
様
へ
今
後
の
議
員
活

動
に
つ
い
て
の
お
願
い
で
し
た
。

　

本
会
議
の
様
子
はYouT

ube

で
録
画
配

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
視
聴
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

学
童
用
に
寄
贈

　
通
学
時
な
ど
の
子
供
の
交
通
安
全
を
願
っ

て
、
株
式
会
社
平
石
運
送
の
代
表
取
締
役 

平
石
正
信
さ
ん
か
ら
交
通
安
全
横
断
旗
２
０

０
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た(

詳
し
く
は
Ｐ
24

に
掲
載)

。

　
ま
た
、
豊
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
理
事
長 

渡
辺
美
智
子
さ
ん
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

新
一
年
生
に
連
絡
袋
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
横
断
旗
、
連
絡
袋
と
も
教
育
委

員
会
か
ら
各
小
学
校
に
配
布
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
事
異
動（
課
長
職
）

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
職
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。()

内

は
旧
職
名
。

総
務
課
長 

椎
野
満
博(

企
画
財
政
課
長) 　
企

画
財
政
課
長 

元
島
信
一(

総
務
課
長) 　
産
業

課
長 

古
市
照
雄(

生
涯
学
習
課
長) 　
税
務
課

長 

田
村
貴
志(

監
査
委
員
事
務
局
長) 　
学
校

教
育
課
長 

鍛
治
孝
広(

産
業
課
長) 　
生
涯
学

習
課
長 

尾
座
本
三
雄(

総
務
課
長
補
佐) 　
産

業
課
参
事 

下
田
大
吾
郎(

産
業
課
長
補
佐)

退
職 

今
富
義
昭(

税
務
課
長) 　
野
正
修
司

(

学
校
教
育
課
長)

　
課
長
職
以
外
の
人
事
異
動
は
５
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り
、
よ
り
活
動
的

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に

は
ご
自
愛
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

マ
ン
ガ
ふ
る
さ
と
の
偉
人
発
刊

　
一
昨
年
の
２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
で
、
日
本
財
団
の
笹
川

洋
平
会
長
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
郷
土
の
偉
人
の
漫
画
を
作
り
子
供
へ
の

歴
史
伝
承
を
行
う
自
治
体
に
補
助
金
を
出
す

予
定
で
あ
る
」
と
の
話
が
あ
り
、
講
演
会
の

感
想
文
で
延
塚
卯
右
衛
門
の
話
を
漫
画
に
し

た
い
と
書
き
ま
し
た
。
早
速
、
生
涯
学
習
課

か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
へ
の
連
絡
を
行
い
な
が
ら

マ
ン
ガ
本
の
刊
行
補
助
金
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　

　
築
上
町
延
塚
奉
行
マ
ン
ガ
製
作
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、制
作
は
漫
画
家
の
渋
田
武
春
さ
ん

に
依
頼
、３
月
18
日
に
初
版
発
行
が
か
な
い
ま

し
た
。町
内
の
小
中
学
校
に
歴
史
教
材
と
し

て
無
償
配
布
し
、児
童・
生
徒
の
皆
様
が
延
塚

奉
行
の
恩
徳
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
次
回
以
降
の
発
刊
で
一
般
の
方
へ

の
頒
布
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


